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	研究課題
	超短パルスレーザ焼結における金属・セラミックス内部微細構造の解析と，生体材料応用に向けた展開

	
共同研究テーマ
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	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
　SiCナノ粒子のフェムト秒レーザ焼結およびポリイミドのフェムト秒レーザ炭化により形成されたそれぞれのポーラス膜について，その内部微細構造を高分解能X線CTにより観察した．その結果，ＳｉＣナノ粒子焼結において形成されたポーラス内部構造は，その構造が分解と比較して微小であるために観察できなかったが，ポリイミド炭化においては，改質により体積が膨張し，内部への炭化範囲を明確に評価できることが明らかとなった．この影響部深さは，レーザ照射条件によって異なり，低速描画条件において，影響部の増加がみられた．この結果は，断面研磨後のFE-SEM観察と一致しており，これまで未解明であったポーラス構造を3次元的に明らかにした．

【今後の展望】
　今年度，ポリイミド炭化において，高分解能X線CTによる内部構造評価は有用であることが明らかとなった．来年度は，その知見をもとに，実際に異なるフェムト秒レーザ照射条件において炭化したパターンを評価し，体系的に炭化特性を明らかにする．

【具体的な成果】
　●論文　なし
　●学会発表　なし
　●国際会議発表　なし
　●招待講演　なし
　●受賞　なし
　●獲得外部資金　なし．
2026年度引き続き，ILM共同研究を実施予定．
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